
鑑か
が
み

井い
の

銘め
い

碑ひ

（
吉
祥
院
政
所
町
）

 らくなん進都※では、快適で魅力的な都市環

境の創出や、最先端のものづくり企業の集積

等の取組を進めています。

※南部創造のまちづくりの先導地区で、油小
路通沿道を中心とした、概ね北は十条通、南
は宇治川、東は東高瀬川、西は国道１号に囲
まれた、面積約607haの地区。

◆緑化助成金（募集）
　らくなん進都内の企業による緑化に対して、

助成金の交付を行っています。

◆�企業立地促進のための土地所有者奨励金
（募集）
　らくなん進都内の土地所有者による企業へ

の土地の売却や貸付などに対して、奨励金の

交付を、平成28年度から拡充します。

◆�その他、住民・企業・経済団体・行政等によ

る「らくなん進都整備推進協議会」を中心に、

清掃活動や地区の魅力を広く知ってもらうた

めの啓発活動、協議会会員の交流の促進を図

る取組等を進め、共汗によるまちづくりに取り

組んでいます。

問＝市・まち再生･創造推進室（☎222-3503）

ま
し
た
。

　

南
区
で
は
今
後
も
、
区
内
の
企

業
と
区
民
と
の
交
流
促
進
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

２
月
28
日
、
南
区
体
育
振
興
会

連
合
会
創
立
60
周
年
記
念
第
46
回

南
区
民
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
が

キ
ョ
ー
イ
チ
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト

パ
ー
ク
吉
祥
院
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
各
学
区
か
ら
選
抜
さ
れ

た
総
勢
122
名
が
参
加
。
流
れ
る
よ

う
な
投
球
フ
ォ
ー
ム
か
ら
繰
り
出

さ
れ
る
力
強
い
投
球
で
、
参
加
者

は
ス
ト
ラ
イ
ク
を
連
発
し
、
会
場

は
大
い
に
沸
き
立
ち
ま
し
た
。

　

３
ゲ
ー
ム
の
合
計
点
数
を
競
っ

た
結
果
、
団
体
の
部
で
は
久
世

体
振
が
優
勝
し
連
覇
を
果
た
し
ま

し
た
。

【
団
体（
上
位
６
名
の
合
計
）】

優　

勝　

久
世
体
振　

準
優
勝　

吉
祥
院
体
振　

工
程
の
ほ
と
ん
ど
が
手
作
業
。

ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
は
、
私
た
ち
の

生
活
環
境
と
比
べ
、
微
細
な
ほ
こ
り

の
量
を
千
分
の
１
以
下
に
抑
え
て

い
る
」
と
の
説
明
を
受
け
、
参
加

者
は
品
質
を
維
持
す
る
た
め
の
工

夫
に
驚
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
方
々
か
ら
は
「
楽

し
く
学
べ
、
半
導
体
の
こ
と
が

良
く
分
か
っ
た
」
と
の
声
を
頂

き
、
有
意
義
な
見
学
会
と
な
り

送
る
中
、
各
選
手
と
も
巧
み
な

ラ
ケ
ッ
ト
さ
ば
き
で
レ
ベ
ル
の
高
い

試
合
を
繰
り
広
げ
、
会
場
は
大
変

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
団
体
の
部
で
は
唐
橋

体
振
が
総
合
優
勝
を
し
ま
し
た
。

【
団
体
】

総
合
優
勝　

唐
橋
体
振

総
合
準
優
勝　

久
世
体
振

総
合
第
三
位　

塔
南
体
振

【
混
合
ダ
ブ
ル
ス
】（
以
下
、
敬
称
略
）

優　

勝　

山
田
健
二
・

　
　
　
　

上
倉
仲
代（
久
世
）

準
優
勝　

桝
本
文
人
・

　
　
　
　

井
上
千
代（
久
世
）

第
三
位　

西
村
正
高
・

　
　
　
　

河
合
佳
美（
唐
橋
）

【
個
人
】

〈
男
子
一
部（
39
歳
以
下
）〉

優　

勝　

高
井　

健（
南
大
内
）

準
優
勝　

山
田
健
二（
久
世
）

第
三
位　

永
田　

学（
塔
南
）

〈
男
子
二
部（
40
～
54
歳
）〉

優　

勝　

桝
本
文
人（
久
世
）

準
優
勝　

細
江　

信（
唐
橋
）

　

南
区
制
60
周
年
記
念「
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
～
10
年
後

の
あ
な
た
へ
～
」
で
、
皆
さ
ん
に
い
た
だ
い
た
手
紙

約
300
点
を
保
管
し
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
区
役
所
１
階

ロ
ビ
ー
に
展
示
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
＝
地
域
力
推
進
室（
☎
681
・
３
４
１
７
）

区
役
所
ロ
ビ
ー
で

「
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
」の
展
示
を
開
始
！

「
消
防
記
念
日
」表
彰
式

を
開
催

　

３
月
６
日
、
平
成
28
年
「
消
防

記
念
日
」
表
彰
式
が
立
命
館
朱
雀

キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
昭
和
23
年
の
消
防
組
織

法
施
行
を
記
念
し
て
設
け
ら
れ
た

「
消
防
記
念
日
」
に
ち
な
み
毎
年
実

施
。
地
域
の
防
火
・
防
災
活
動
の

推
進
な
ど
に
尽
力
し
、
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
た

方
々
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

南
区
か
ら
は
５
名
、
11
団
体
、

５
事
業
所
が
表
彰
さ
れ
、
そ
の
功

績
が
称
え
ら
れ
ま
し
た
。

《
市
長
表
彰
》

○
九
条
塔
南
学
区
自
主
防
災
会

○ 

上
殿
田
町
自
主
防
災
部
（
山
王
）

○
南
石
田
町
西
部
自
主
防
災
部

　

（
東
和
）

○
株
式
会
社
近
鉄
・
都
ホ
テ
ル
ズ

　

新
・
都
ホ
テ
ル

○
ヤ
サ
カ
観
光
バ
ス
株
式
会
社

　

京
都
支
社

○
村
尾
雅
宏
（
東
梅
逕
）

○
西
村
正
孝
（
弘
道
）

《
消
防
局
長
表
彰
》

○
唐
橋
学
区
自
主
防
災
会

○ 

中
御
霊
町
北
自
主
防
災
部

　
（
陶
化
）

○ 

朝
日
町
自
主
防
災
部
（
上
鳥
羽
）

○ 

ネ
オ
コ
ー
ポ
西
大
路
自
主
防
災
部

（
吉
祥
院
）

○ 

内
田
町
南
自
主
防
災
部（
南
大
内
）

○ 

針
小
路
第
三
自
主
防
災
部

　

（
九
条
）

○
八
条
町
自
主
防
災
部
（
梅
逕
）

○
池
田
町
自
主
防
災
部
（
祥
栄
）

○
株
式
会
社
カ
シ
フ
ジ

○ 

京
都
三
菱
自
動
車
販
売
株
式
会
社

○ 

宗
教
法
人
教
王
護
国
寺

○
阿
部
明
（
祥
豊
）

○
西
川
德
太
郎
（
梅
逕
）

○
光
澤
富
三
（
上
鳥
羽
）

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

問
＝
南
消
防
署(

☎
681
・
０
７
１
１)

　南区では区民の皆さんによる

ま ち づ くり 活 動 を 支 援 す る

「みなみ力で頑張る！区民応援事業」

を今年度も実施します。

　「南区をもっと魅力あるまちに

したい」、「南区のために今の活動

を更に発展して取り組みたい」な

ど、熱い思いをお持ちの皆さんの

ご応募をお待ちしています。

※応募された事業は書類審査後、６月中旬に開催予定の

　審査会で事業説明をしていただきます。

問・申＝地域力推進室（☎681-3417）

　市では、ごみ減量

を進める取組への

助成を行っています。

どうぞご活用ください。

　京都動物愛護センター（愛称：動物愛ランド・

京都）は、この５月で開設１周年を迎えます。

　センターでは、犬・猫の譲渡事業やしつけ

方教室、ドッグランの提供のほか、年間を通

じて様々なイベントを実施し、動物愛護の推

進に取り組んでいます。どうぞお気軽にご来

所ください。

開所時間　午前９時～午後５時

※木曜（祝日の場合は翌金曜）、年末年始は休所

場所　上鳥羽仏現寺町11

※近鉄十条駅から南西へ徒歩５分

問＝京都動物愛護センター

（☎671-0336、FAX671-0338）

　南保健センターでは18～39歳の健診を

受ける機会のない方を対象に、青年期健

康診査を行っています。

　今年度は無料保育室の開設日も設け、

子育て中の方も受診しやすくなっていま

す。この機会にぜひ受診してください。

【青年期健康診査】
日時　毎月第２、４水曜

（受付）午前９時～10時30分

※ 検査結果は原則２週間後の面

接でお伝えします。

場所　南保健センター（ヘルスピア21）

内容　検�査日　問診、身体計測、血圧測

定、尿検査、診察、血液検査

（希望者は胸部（結核）検診も受診

できます）

　結果説明日　結果説明、栄養・保健指導

対�象　市内在住の18～39歳で、会社など

で健診が受けられない、検査日・結果

説明日ともに受診できる方

　 （今年度40歳になられる方は特定健康診

査を受診してください）

費用　500円（免除制度あります）

申込　事前に電話又は窓口で

問・申＝健康づくり推進課（☎681-3573）

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
国
内
外
で
の
災
害
時
の
救

護
・
復
興
支
援
活
動
を
は
じ
め
、
医
療
・
血
液
事

業
の
推
進
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
強
化
な
ど
、

人
道
的
な
事
業
を
幅
広
く
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

京
都
府
で
は
、
平
成
24
年
８
月
の
南
部
豪
雨
災

害
以
来
、
３
年
連
続
で
大
き
な
水
害
に
見
舞
わ
れ
、

京
都
府
支
部
で
も
救
援
物
資
の
配
布
や
医
療
救
護
班
の
派
遣
な
ど
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
幅
広
い
活
動
を
継
続
し
、
さ
ら
に
充
実
し

て
い
く
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
の
ご
支
援
と
ご
協
力
が
必
要
で
す
。

　

５
月
は
「
赤
十
字
運
動
月
間
」
と
し
て
、
南
区
赤
十
字
奉
仕
団
を
中
心

に
活
動
資
金
（
社
資
）
の
募
集
を
実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
＝
地
域
力
推
進
室（
☎
681
・
３
４
１
７
）

赤
十
字
活
動
に
ご
協
力
を

５
月
は
赤
十
字
運
動
月
間

「らくなん進都」で
まちづくりを進めています！

健康長寿推進事業

「保育で安心
 パパママ青年期健診」 平成28年度「みなみ力で頑張る！

区民応援事業」の募集！

従業員の方の説明に聞き入る皆さん

団体優勝された久世体振の皆さん

ミツバチの大群
京都動物愛護センター

京ちゃん（左）と都ちゃん（右）
（動物愛ランド・京都マスコット
キャラクター）

九条中学校
（中学生59名、大人60名参加）

久世中学校
（中学生168名、大人90名参加）

洛南中学校
（中学生234名、大人130名参加）

凌風中学校
（中学生75名、大人35名参加）

八条中学校
（中学生115名、大人60名参加）

南区一斉清掃

総合優勝された唐橋体振の皆さん

み
な
み
の

広
場

み
な
み
の

広
場

  

第
12
回
「
南
区
企
業
の

〝
知
〟
活
用
促
進
事
業
」

  

を
開
催

南
区
民
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

団
体
の
部
の
優
勝
は

久
世
体
育
振
興
会

南
区
民
卓
球
大
会

総
合
優
勝
は

唐
橋
体
育
振
興
会

　

２
月
26
日
、
株
式
会
社
堀
場

エ
ス
テ
ッ
ク
（
上
鳥
羽
）
の

協
力
で
、「
縁
の
下
の
力
持
ち
～

私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
る

半
導
体
技
術
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

見
学
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
公
募
の
20
名
が
参
加

し
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

等
に
内
蔵
さ
れ
る
半
導
体
の

製
造
過
程
で
、
様
々
な
気
体
や

液
体
の
流
量
を
高
精
度
で
制
御

す
る
同
社
の
世
界
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア

を
誇
る
装
置
「
マ
ス
フ
ロ
ー

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
」
に
つ
い
て
の

講
話
を
聞
い
た
後
、
製
造
工
場
で

あ
る
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
を
見
学

さ
れ
ま
し
た
。

　

従
業
員
の
方
か
ら
「
製
造

　

３
月
６
日
、
南
区
体
育
振
興
会

連

合

会

創

立

60

周

年

記

念

第
59
回
南
区
民
卓
球
大
会
が

久
世
中
学
校
体
育
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
各
学
区
か
ら
選
抜
さ

れ
た
延
べ
131
名
が
参
加
。
応
援
に

駆
け
つ
け
た
皆
さ
ん
が
大
声
援
を

第
三
位　

後
藤
秀
雄（
唐
橋
）

〈
男
子
三
部（
55
歳
以
上
）〉

優　

勝　

高
橋
行
光（
唐
橋
）

準
優
勝　

横
山　

清（
久
世
）

第
三
位　

竹
内
好
也（
梅
逕
）

〈
女
子
一
部（
39
歳
以
下
）〉

優　

勝　

井
上
千
代（
久
世
）

準
優
勝　

北
野
和
美（
東
和
）

第
三
位　

加
藤
侑
子（
祥
豊
）

〈
女
子
二
部（
40
～
54
歳
）〉

優　

勝　

国
友
こ
ず
え
（
塔
南
）

準
優
勝　

長
澤
祥
子（
唐
橋
）

第
三
位　

河
合
佳
美（
唐
橋
）

〈
女
子
三
部（
55
歳
以
上
）〉

優　

勝　

青
島
房
子（
唐
橋
）

準
優
勝　

北
野
睦
美（
唐
橋
）

第
三
位　

中
村
早
余
子（
塔
南
）

　

３
月
13
日
、
南
区
自
治
連
合
会

に
よ
る
平
成
27
年
度
最
後
の
南
区

一
斉
清
掃
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

春
の
う
ら
ら
か
な
日
和
の
中
、

宮
の
森
公
園(

祥
豊
学
区)

で
開
始

第
三
位　

上
鳥
羽
体
振　

【
個
人
】（
敬
称
略
）

<

男
子>

優　

勝　

高
杉
成
一（
唐
橋
）

準
優
勝　

増
田
夏
樹（
久
世
）

第
三
位　

長
澤
義
雄（
吉
祥
院
）

<

女
子>

優　

勝　

森
千
鶴
子（
久
世
）

準
優
勝　

栂
尾
陽
子（
南
大
内
）

第
三
位　

寺
内
慶
子（
吉
祥
院
）

式
を
開
催
。
そ
の
後
、
多
く
の
区

民
の
皆
さ
ん
が
ま
ち
を
美
し
く
す

る
た
め
、
ほ
う
き
や
ご
み
袋
を
手

に
、
道
路
や
公
園
で
ご
み
拾
い
を

行
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
日
に
区
内
全
域
で

集
め
ら
れ
た
約
９
ト
ン
の
ご
み
は

南
部
ま
ち
美
化
事
務
所
に
よ
り
処

理
さ
れ
ま
し
た
。

南消防署
だより

皆さんのアイデアと実行力ある
まちづくり活動を資金面からサポート

募集期間
～5/13（金）

対　象

区内で地域力（みなみ力）、福祉、安心安全、
健康長寿、文化等に関する新たなまちづくり
活動などを行う団体、グループ
※学区等を単位とした地域の安心・安全の取
組への補助枠（安心・安全枠）もあります。

補助率

事業費の１／２（上限100万円）
※安心・安全枠は事業費の３／４（上限10万円）
※労力などの無償提供を金額に換算し、自己
　資金として積算できます。

申　込
５月13日（金）までに郵送又は窓口で
※�募集の手引き、申請書は区役所で配架及び
区役所ホームページで掲載

その他 府・地域力再生プロジェクト支援事業交付金
との併用もできます。

内容を詳しく知りたい、こんな活動は対象になるのかなどに
ついては、どうぞ気軽にお問い合わせください。

その㊳

「
知
る
」「
見
る
」み
な
み

春
の
み
な
み
を
美
し
く

南
区
一
斉
清
掃

ミ
ツ
バ
チ
の
大
群
を
見
た
ら
…

す
こ
や
か
だ
よ
り

　

ミ
ツ
バ
チ
は
新
し
い
女
王
バ
チ

と
共
に
、
春
と
秋
に
巣
別
れ

の
た
め
、
大
群
と
な
っ
て
移
動

し
ま
す
。

　

数
千
か
ら
数
万
匹
の
ミ
ツ
バ
チ

を
見
れ
ば
驚
く
の
は
当
然
で
す

　

昨
年
11
月
か
ら
今
年
の
３
月
に

か
け
て
、
南
区
内
の
中
学
生
と

地
域
の
大
人
と
の
井
戸
端
会
議

「
ふ
れ
あ
い(

い
き
い
き)

ト
ー
ク
」

が
、
自
然
の
営
み
で
あ
り
何
も

し
な
け
れ
ば
人
に
危
害
が
及
ぶ

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

通
常
は
数
時
間
か
ら
長
く
と

も
数
日
で
別
の
場
所
に
移
動
し

ま
す
の
で
、
静
か
に
見
守
っ
て

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
南
区「
人
づ
く
り
」
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
実
行
委
員
会
と
区
内
５

つ
の
市
立
中
学
校
が
連
携
し
、
地

域
住
民
の
方
な
ど
の
協
力
を
得
て
、

平
成
14
年
度
か
ら
毎
年
開
催
。

今
回
も
中
学
生
約
650
名
、
大
人

約
380
名
と
多
く
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

　

各
中
学
校
で
は
「
将
来
の
夢
」、

く
だ
さ
い
。

　

１
週
間
以
上
に
わ
た
り
同
じ

場
所
か
ら
離
れ
な
い
場
合
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問
＝
衛
生
課（
☎
681
・
３
５
７
８
）

「
勤
労
」、「
地
元
を
知
ろ
う
」
な
ど

様
々
な
テ
ー
マ
で
、中
学
生
と
大
人

が
輪
に
な
っ
て
ト
ー
ク
を
展
開
。

参
加
者
か
ら
は
、「
地
域
の
大
人
の
方

の
考
え
や
経
験
談
が
と
て
も
勉
強

に
な
っ
た
」、「
中
学
生
の
夢
や
目

標
が
聞
け
て
温
か
い
気
持
ち
に

な
っ
た
」
と
い
っ
た
声
が
あ
り
、
世

代
を
超
え
た
絆
が
一
層
深
ま
り
ま

し
た
。

ごみ減量の取組に助成します！

「京都動物愛護センター」が
人と動物の共生を進める拠点

開設１周年！

登録団体等を募集

問・申＝南エコまちステーション（☎366-0188）

種　類 対　象
助成金（チラ
シ作成や活動
費用の一部）

申　込

コミュニティ
回収

古紙・古着・缶・
びん等を回収す
る概ね20世帯
以上の住民団体

年間上限
15,000円 平成29年

３月31日
（金）まで使用済てん

ぷら油回収

使用済てんぷら
油を定期的に
回収する団体・
個人

年間上限
20,000円

落ち葉等
堆肥化活動

堆肥化を行う
概ね10世帯以
上の住民団体

年間上限
50,000円
(初年度)

平成29年
２月28日
（火）まで

※いずれもその他要件・審査有

中
学
生
と
大
人
の
交
流
で

深
ま
っ
た
温
か
な
絆

ふ
れ
あ
い(

い
き
い
き)

ト
ー
ク
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

無料保育室を
開設！（年6回）

【無料保育室】
実施日（年６回）
６月22日（水）、７月27日（水）、

８月24日（水）、12月14日（水）、

１月11日（水）、２月８日（水）

対�象　区内在住の生後３カ月～就学前

のお子さま

保育定員　各回６名程度（先着）

※お子さまの健康状態によっては、お

預かりできない場合があります。

※無料保育室の開設日でない日でも、子

ども同伴で受診することができます。

お待ちして
います！

　

菅
原
道
真
を
祭
る
吉
祥
院

天
満
宮
の
南
東
に
あ
る
石
碑
。

こ
れ
は
、
か
つ
て
こ
の
場
所
に

あ
っ
た
、
道
真
が
鏡
の
代
わ
り
に

自
分
の
姿
を
映
し
た
と
さ
れ
る

名
水
の
井
戸
に
つ
い
て
記
し
た

も
の
で
、
江
戸
時
代
の
書
家
で

あ

る

松ま

つ

下し

た

烏う

石せ

き

が

宝

暦

４
（
１
７
５
４
）
年
に
建
立
し
ま

し
た
。

　

長
い
年
月
を
経
て
味
わ
い
の

あ
る
様
相
の
石
碑
は
、
今
日
に

菅
原
道
真
の
面
影
を
伝
え
る
貴
重

な
記
念
碑
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
石
碑
の
上
面
に

は
他
の
面
に
通
じ
た
穴
が
開
い

て
い
ま
す
が
、
通
じ
て
い
る
面

は
次
の
１
～
３
の
ど
れ
で
し
ょ

う
か
。

１　

後
面

２　

向
か
っ
て
右
面

３　

向
か
っ
て
左
面

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で

３
名
に
ト
ラ
フ
ィ
カ
京
カ
ー
ド

（
１
千
円
券
）
を
進
呈
。
解
答･

氏
名･

住
所･

年
齢
・
紙
面
へ
の

感
想
を
記
入
の
上
、
は
が
き

又
は
FAX
で
地
域
力
推
進
室
へ

（

４

月

28

日(

木)

必

着
。

〒
601
・
８
５
１
１(

住
所
記
載

不
要)

、
FAX 

671
・
９
６
５
３
）。

当
選
者
に
は
後
日
記
念
品
を
送

付(

解
答
は
次
号
掲
載)

。

問
＝
地
域
力
推
進
室

（
☎
681
・
３
４
１
７
）

◆
市
バ
ス
（
42
、
43
号
系
統
）　

「
吉
祥
院
天
満
宮
前
」
か
ら
南
西

へ
徒
歩
３
分

西大路
十条
西大路
十条

洛南中洛南中

十条通十条通

十条天神橋十条天神橋

吉祥院
天満宮
吉祥院
天満宮

西高瀬川西高瀬川鑑井銘碑鑑井銘碑

文

御
前
通

西
大
路
通
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